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昼
壁寄スタンド
YTF554965J1T 組立説明書

この度は、木製品をお買い上げ］頁さ，誠にありがとうこさいます。

※この組立説明書を十分にお読みいただき、正しく紅立てこ＇使用

ください。

※組立作業をりる場所は、厚手の布などを敷いて床や製品に傷っ

げないように注意してください。

※この短立説明言を読んだ後は大切に保管してください。

△
m
 

本製品は壁から龍した状態てのご使用はてきません。
本製品は必ず安定した場所て壁に寄せた状態て設置

してください。

必要な工旦
•ドライハー（＋、 一）
・手袋（けが防止の為）

安全に正しくお使いいただくために

1絹み立て前のチェックポイント I
①左団の安全上の注意を必ずお読みください。

②組立にあたっては、プラスドライパーをこ用意ください。

霊動トライパーは使用しないてください。

過剰に締め付けすきて部品や製品が破潰する恐れがあります。

③組豆は、必ず安定した平らな場所て＂行ってください。

床や壁なとを傷つけないように厚手の布や段ポールなどを

敷いてください。

④組立る前に必ず、部材及ひ音鉗品を確認してください。

⑤ネジの締め忘れ、締めすさに注意してください、

⑤接著剤の若け忘れ、者け過ざによるはみ□しに注意してくにさい。
⑦組立作業は必ず二人以J:て行ってください。

Iマークについて 1

△
0
 

は必ず守って組み立ててください。

は注急して祖み立ててください。

完成図

天板

テレピ取付合具

ここに示した注意事項は、危害や損害を未然に防ぐ為の重要な事項てすのて、必ずお守りください。

企、この表示を無視して、盟った取扱いをすると

人が死亡または重傷を負う可能性が想定され，
者屯：牛
言口 る内容を示しています。

企、この表示を無視して、誤った取扱いをすると入が

• 傷害を負う可能性が想定される内容、および物的

注意傷害の外の発生が想定される内容を示してい□丁。
製品の取扱いについての注意 〉

△竺ご口言二、：：二：＼；贔：；。ります。

警告◎ぐらついた場所や條いた場所など不安定な場所に置かないて＂

ください、落ちたり、倒れたりして、けがの原因となりよす。

〈 粗立及び設置する際の汀意 〉

心、．:;~こ：：ニロニ‘：二：；｀：二どを敷いて
注意 ください。

●屋外ての使用や水濡れを避けてください。

直射日光やストープなどの熱か直接あたる場所や湿気・

しい所ての使用は避けてください。

本体の変形や変色など、破i員の原因となります。

乾燥の著

●キャスター、扉、引出しかある場合は、移動時や開閉時に手や

指などを中央みけがの原因になりますのてご注意ください。

●木製品を設置する際は、必ず-=人以上て移動・設置してください。

設置場所は平らな場所に設置し、背面を壁に寄せてご使用くださ

し＼。

〈 使用する陳の注意 〉

~o〗:：ロニ：り雪::いてくたさい。
注意 0記載されている耐荷璽より室い牛加は設置しないて＇くたさい。

製品が破損したり、瓦倒てけがをする恐れがあります。

〇製品の上に脚を掛けたり、腰を掛けたり、もたれたりしないてく

ださい、又、小さなお子様のいらっしゃるこ家庭ては、ぶら下か

ったり、乗り物などの遥びに使用しないよう江意してください。

製品が破損したり、転倒て＂けがをする恐れがあります。

0棚板等からはみ出して、機器等を設置しないてください。

破損や転例してけがをする恐れがあります。

0扉など可勁音初のすきまに手や指などをいれないて＇くたさい。

けがをする恐れがあります。

0移動の際は、収納しているものを取り除ぎ、必ず二人て移動して

ください。

〇ガラスがある場合は、ガラスに強い衝撃を与えないてください。

ガラスは衝聖や傷に弱く、程度によっては突然割れ、けがの原因

となる恐れがあります。

寸法図

お手入れについて
唸本製品の汚れは柔らかい乾いた布て軽くふき取ってください。

濡れた布てふくと、表面がはかれたり変色したリする原因となることがあります。
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35Kg 

49~65インチ
60Kg以下

イント＇之シア、台湾

※裏国，別紙もよくお読みください。組み立て方などを記穀しております。

※改良のため、仕様及ひ外観は予告なく変更することかありますのて＂、こ了承ください。



扉の調整

•扉の隙問が一定てない場合、地板側のドロップ丁番のネジて調整てき
ます。

左石
<-,』 E・ 二

※ 左右、前後の調整

ドロップ丁番の①ネジをゆるめて

調整します、調整後はネジを締めて

ください。

地板
①ネジ

.----------------~ 恒き ------------------. 

扉

ドロップ丁

※ 傾きの請整

ドロップ丁番の C)ネジて調整しま
す。
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I録画機器等の設置について I

•機器の設置位置によって、 リモコンの送信が受信てきない場合がありま
すのて下記の事項をお守りください。

1.機器を棚板前面に合わせる。

録面機器等

棚板

戸1會飢面を合わせる

2.機器によってリモコン受光部の高さが異な
りますのて、棚板の高さを調整してくださ
し＼。

| 三：反器等 1 1さ凋整

,---------------------------------7 

L _________________________________」

「―-- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -ゴ

L __________________________________J 



△戸
この商品は壁に寄せて設置使月する商品てす。

壁から難して設置使用することは原則てきません。 △正
設置場所により、どうしても壁から離して
設置使用される場合は添付の転倒防止金具
を地板にお取り付けください。

転1到防止金貝取付用下穴

転倒防止用添付部品

転伶」防上金貝

転伶朗止金旦取付ネジ
（タップネジ 5 X 1 6) 

望 4木

転伶］防止合具 2個

（二＇ムパッキン付き）

取付ネジ 4本

（タップネジ5X 1 6) 

う ク
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○ テレビの設置高さの目安（下図）を参考に、テレビ取付金具（Ｂ）を

　 ご希望の高さの位置でテレビ本体の金具穴に固定してください。

 

○ 左右のテレビ取付金具（Ｂ）は、高さを合わせて取付けてください。

１　テレビと金具の位置決めについて

壁寄せスタンド ＹＴＦＳＳ４９６５Ｊ１Ｔ 　組立補足説明書

＜ 外れ防止金具取付時の注意点と解決方法 ＞

注 意 点： 組立手順　1５　で外れ防止金具を取付ける際、テレビの取付穴位置によって

　　　　　テレビを本製品と位置合わせしてからの取付が難しい場合があります。

 

解決方法：組立手順　1５　でテレビを本製品に引っ掛けた後、その状態で横に静かに

　　　　　スライドさせて外れ防止金具が取付可能なところまで移動して取付けてく

　　　　　ださい。　左右の金具取付が完了したら、テレビと本製品の位置をあわせ

　　　　　最後にストッパーネジでしっかり固定してください。

※ 組立説明書 もお読みください。（本製品の部品確認や、取り扱いに関する注意事項を掲載しております。）

金具の方向に注意

テレビ上面

スライドさせる

２　テレビと金具の取付ネジについて

　テレビ本体にネジを仮止めし、上図の寸法（０～２mm）に適合したネジをご使用ください。

　

　　　● テレビ本体の取付ネジは、メーカー機種によって数種類ありますのでネジの太さと

　　　　 長さを選ぶ必要があります。（テレビの説明書に記載している場合もございます。）

　　　● 取付ネジは Ｍ４・Ｍ5・Ｍ６・Ｍ８の4種類がありますので合うものをお選びください。

　　　● 太さ・長さが合わない場合は、市販のネジを別途お買い求めください。

　　　● テレビ取付ネジの選別方法

ネジが穴底に達した状態

ゆっくりスライド ゆっくりスライド

注意

電動昇降ユニットを最小まで下げた状態で作業をおこなってください。

外れ防止金具取付作業は、必ず二人以上でおこなってください。

110cm 10cm

ソファー等に座って見る場合

85cm 10cm

床に座って見る場合

三角法

mm

品　　名

図面番号 SHEET設　計

材　料仕　上尺　度
MATERIALFINISHSCALE
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DRAWING NO.

初
用

型
名

群
番

号

M
O

D
E
L

G
R

O
U

P
 N

O
.

2

補足説明書-1一般

Y
T

F
S

S

4
9

6
5

J
1

T
0

0
A

1

川端

製図照査承認

ゆっくりスライド
ゆっくりスライド

別ご購入のテレビ

＜ テレビ設置高さの目安 ＞

＜ テレビ取付ネジの選定と金具の取付方 ＞

テレビ取付部品・ネジ

テレビ取付金具（Ｂ）

テレビ取付

金具（Ｂ） テレビ取付金具（Ｂ）

別ご購入のテレビ

テレビ本体固定穴（４ヶ所）

別ご購入のテレビ

テレビ本体金具取付穴深さ

仮止め時、ネジが穴底に達した状態で

0 ～ ２ｍｍ のネジが適合ネジ長さ

テレビ取付ネジ

テレビ取付ネジを仮止め

外れ防止金具（Ｌ）

テレビ取付金具（Ｂ）

外れ防止金具取付ネジ

ストッパーネジ

テレビを固定したい場合は

テレビ取付ネジ M5x16 を

ご使用ください。

※ 締めすぎにご注意ください。

テレビ取付金具（Ａ）

品名  数量

汎用ワッシャー  8

樹脂ワッシャー  8

M4 ｘ 15  8

M4 ｘ 25  6

M4 ｘ 30  4

M5 ｘ 16  8

M5 ｘ 20  6

M5 ｘ 25  8

M6 ｘ 15  6

M6 ｘ 20  4

M6 ｘ 30  4

M6 ｘ 35  4

M8 ｘ 15  4

M8 ｘ 20  6

M8 ｘ 35  4

 

 

※ストッパーネジとしても使用します。
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△戸
この商品は壁に寄せて設置使月する商品てす。

壁から難して設置使用することは原則てきません。 △正
設置場所により、どうしても壁から離して
設置使用される場合は添付の転倒防止金具
を地板にお取り付けください。

転1到防止金貝取付用下穴

転倒防止用添付部品

転伶」防上金貝

転伶朗止金旦取付ネジ
（タップネジ 5 X 1 6) 

望 4木

転伶］防止合具 2個

（二＇ムパッキン付き）

取付ネジ 4本

（タップネジ5X 1 6) 

う ク
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17部品名称と確認
組立をは Uめる前に、部品の数等をご雁認〈ださい。

本体紐立部品、取付都品 袋詰部品表

品名 数菫

シャフト 10 ご
紐立ネシ＇ 5. 5x50 2 ィタ
クッショソ（薄い） 6 <> 
し金旦 2 

＾ 
し合貝固定ネジ 4x16 4 脅

支柱固定スジ M 6 x 1 2 4 等

支杜固定スジ M8x20 4 等

前幕板固定ネジ M5x30 4 舒
ドロップT番 2 鬱

丁香固定ネジ 1 3 X 1 2 6 謬

T番囚定スジ2 M3x8 2 ざ

棚ピン 4 ジ

Tレピ取付金具 (A〉

晶名 数量

ステー 1 / 
ス了―固定之ジ M4 x 1 0 1 び

汎パット' 4 g 

組立ネジ N 8 x 1 2 門金付 4 

゜外九防止金貝 (L/R) 各1 囮泣
外れ防止金具取付ネジ M4x5 2 む

ストッパーネジ 2 昏

クッションA（厚い） 2 ジ
:Jードクリップ 3 

｀ 
クリップ取付ネジ 3. 1 X 1 0 3 好

転倒防上ワイヤー (30cm) 1 

゜

組立説明書困ら1

テンピ取付部品
ロ 名 数菫 ロ 名 数量ロロ ロロ

汎用ワッシャー 8 M6x15 6 

樹脂ワッシャ― 8 M6x20 4 

M4 x 1 5 8 M6x30 4 

M4x25 6 M6x35 4 

M4x30 4 M 8 x 1 5 4 

M 5 x 1 6 8 M8x20 6 

M5x20 6 M8x35 4 

M5x25 8 

くテレピ取付ネジについて＞

上記のネジかすべて適合しない場合は、テレビ
メ—力—に之ジ穴サイズを確認して頂き、市板

のネジを別途お求めください。

※裏面もお読みください。 （本製品の，取り汲いに関する注意毒項を褐載しております。）

1 3 1側板（左、右）にシャフトを取り付けます。 1 

側板（左）

側板（右）

4但

支柱

テレピ取付合具 (B)

側板（左）

引出し

裏板 x2 

側板（左、右）、仕切板、地板に付いている
ジョイソト金具（カム）の方向を確認します。

三角部

ジョイント金貝（カム）

シャフト差し込み戸穴

太口面

※ ジ＇三イソト合貝（力△）の三角部か木口団にあいて
いる、シャフト差し込み月穴の方向に阿いているこ
と、また、奥まて差し込められていることを面認し」
てください。

~I 既存の休や、本品にキズがつかないように
注意 段ポールや布などて養生してください。

地板に、側板（左、右）、仕切板を取り付けます。

※地板に側板、什切板を固定後、クッション（薄）を
6枚貼り付けてください。

側板（左）

組立之ジ
5. 5x50 2木

仕切板

クッション〈薄い）

6枚／〕

// 

゜

‘‘ 

※側板に付けたシャフトを地板木口のシャフト差し込み穴に差し込み

ジョイント金貝（カム）をしっかりと締め付けて〈ださい、その後、
仕切板をセットして紐立ネジ5. 5x50にて固定してください
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57天板の裏面にシャフト 6個と L金具2個を取り付けます。

戸

し合具

組立説明書
支柱を木郎本体に取り付けます。

，
 

扉を地板に取り付けます。

R

ー

ー

ー

⑮
仙

□m_ー
ー

ー 口
し金貝固定ネジ
4 X 1 6 4本

L合具 21固

丸穴邸在天板側に
して固定する。

支柱固定ネジ
M8x20 4本

△尋
既存の休や、本品にキズかつかないように
段爪ールや布などて養生してください。

／`／ 

支杜己定ネシ＇
M6x12 4本

を、王オ支て
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斥

扉

ドロップ 丁番字ジ2
M3x8 2本

※扉に取り付けたドロップ丁番の出っ張り部在地板の
ドロップ丁番受け部に差し込みドロップ丁番スジ2
M3x8 2本て＂固定します。

天板と裏板を取り付けます。

※畏板を後部の浦に差し込みます、その後
入板を取り付けてください。

中央扉にドロップ丁番と丸パッドを取り付けます。

※ ドロップ 丁番ネジ 1

扉上団

(3 X 1 2) 

ドロップ丁吾之ジ 1
3x12 3本

扉側面

6木は、斜めにねじ込みます。

ドロップ丁番 21固

丸パッド 2個

ステーを取り付けます。

□) 

CDステ一のアー△先硫をアー△取り付tt@:にはめ込む。
②ァ―△を持って90度回転させる

①ステー本体を側板（左）に付いているプレート
の軸にはめ込みステー固定スジ M4 x 1 0 
1本にて固定するステー

ステー固定ネジ
M4x10 1本

※
 
別紙、 「ステーの取付方法」を参照してください。］
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1 1 I棚板をセットします。

棚ピン受け穴／゜棚ピン 41回 ‘̀ 
※棚ピン4イ目を棚ピン受け穴に差し込み、
棚板を棚ピンの上に霰せてください。

棚板は5段階口変てさます。

テレヒ＇取付金貝取付時、ネシの締め付けは確実におこなってください。

E）引出しを取り付けます。
※引出し前板裏団2ヶ所に
丸パット＇？貼ります。

組立説明書Rら固
支柱に前幕板、テレピ取付金具（A)を取り付けます。

〇粕慕板は、支柱を木部本体に取リ付け国定後に

殿リ付け作業を行ってください。
支柱

罰幕板

7レヒ取付金具（八）の取付位置を
3段階請節可能てす。

く引出し：；ロ
※中レールのレバーを矢印方向にスライド

させながら引出しを引き抜いてください。

同万の中ンールを少し

引さ出しておく

※弓出しのレール部を中レール部に差し込んて＂、奥まて押し込んてください。

弓出し存引き出してレールか抜けないこと存確習してください。

抜げる場合は中レール部存抑さえて引出し存押し込んてください。

テレピ取付金具 (B)の取付

別ご購入のテレビ

テレピ取付ネジ 4本

プラストライパ一

汎用角ワッシャ— 4桐: 

クッシ三ン（厚い） 2個
支柱上部の裏固に貼付

※シールになっています。

テレピ取付金具 (A)

※左右均等に配置

してください。

15lテレピの設置と設置後、テレピ取付金具の固定
△ぃレピの設詈作業は、必す‘二人以上ておこなってください。
注意

外れ防止 II|＼転倒陪止ワイ
金且 (L)

テレピ設固後、テレ
ヒ取付金具 (A)に
転倒防上ワイヤーを
巻き付けて取り付け

外れ防止
金貝用之ジ

N4x5 
2木

テレヒ耳ロニl) 冒``ロ
外れ防二金具取付け後、テレピのビンター む人
と壁寄せスタンドのセンターとを合わせて
ストッパーネジでテレピ取付金貝 (B)を
固定

テレピ取付金具 (Bl

〇合具の方向に注忌

既存の床や、木晶にキズかつかないように
やわらかい布などて養生してくたさい。
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△立

汎用角ワッシャ一

〗
口

且
上
F
?

ネジの径に応じた穴を
お使いください。

゜
翡胴ッシャ—

fレ『'(こ門凸がある場合1こ[’使侃〈ドさい。

テレに取付金貝の掛ける位置
によって高さを 128mm
調節てきます。

| X 外れ防止金具眼付1こついての注意点がごさいますので、別紙（岨立補足説明書）をご参開〈ださい。 1

16|コードクリップ取付 (3ヶ所）、設置場所と転倒防止の処置に
ついて。

コードクリップ 3個

クリップ取付ネジ
3. 1 X 1 0 3本

プ ラスドライパ一

刀イド穴無し、任意の場所に
直に取り付けてください

木製品は必す安定した場所て'’

璧に寄せた状態て設置して〈ださい。

市販のネジ

転倒防止ワイヤ一

必ず壁に寄せた状態て設置し、ワイヤーを取付て転倒防止の処置を行う。

璧 I~ 転倒防止ワイヤーは十分に強度のある璧面に取付てくたさい。
面 注意壁面の強度が低いと転倒罰止機能をはたしまサん。

壁面への取付には市販のネジをこ使用〈ださい。

〇 攣止ワイヤーはたるみのないように設置してください。
ワイヤーがたるんだ状態てはスタンドが転倒した際五尉g(})衝撃が加わり
ワイヤ一が破損し転倒する恐れかあります。




